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(57)【要約】
【課題】繊維のクラックに起因するライナの破損を防止 
することで長寿命化を図ることができる高圧タンク及び 
その製造方法を提供する。
【解決手段】高圧タンク１０は、樹脂製のライナ１２と 
、ライナ１２の外面に繊維３６が複数回巻回されること 
で形成された複数の繊維層からなる補強層１４と、ライ 
ナ１２の軸方向の端部に固定され、ライナ１２に対して 
流体を給排するための給排孔１７が形成された口金１６ 
ａと、を備える。繊維３６の巻き始めである始端３６ｓ 
は、口金１６ａに重ねて配置されている。
【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 樹 脂 製 の ラ イ ナ と 、
　 前 記 ラ イ ナ の 外 面 に 繊 維 が 複 数 回 巻 回 さ れ る こ と で 形 成 さ れ た 複 数 の 繊 維 層 か ら な る 補  
強 層 と 、
　 前 記 ラ イ ナ の 軸 方 向 の 端 部 に 固 定 さ れ 、 前 記 ラ イ ナ に 対 し て 流 体 を 給 排 す る た め の 給 排  
孔 が 形 成 さ れ た 口 金 と 、
　 を 備 え る 高 圧 タ ン ク で あ っ て 、
　 前 記 繊 維 の 巻 き 始 め で あ る 始 端 は 、 前 記 口 金 に 重 ね て 配 置 さ れ て い る 、 高 圧 タ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 高 圧 タ ン ク に お い て 、
　 前 記 口 金 は 、 前 記 ラ イ ナ に 重 な る フ ラ ン ジ 部 と 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 か ら 前 記 ラ イ ナ の 軸 方  
向 外 側 に 突 出 す る 筒 部 と を 有 し 、
　 前 記 繊 維 の 前 記 始 端 は 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 重 ね て 配 置 さ れ て い る 、 高 圧 タ ン ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 高 圧 タ ン ク に お い て 、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 は 、 前 記 ラ イ ナ と 前 記 補 強 層 と の 間 に 配 置 さ れ て い る 、 高 圧 タ ン ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 高 圧 タ ン ク に お い て 、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 は 、 前 記 ラ イ ナ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 、 高 圧 タ ン ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 高 圧 タ ン ク に お い て 、
　 前 記 複 数 の 繊 維 層 の 最 内 層 は 、 低 ヘ リ カ ル 層 で あ る 、 高 圧 タ ン ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 樹 脂 製 の ラ イ ナ の 軸 方 向 の 端 部 に 、 前 記 ラ イ ナ に 対 し て 流 体 を 給 排 す る た め の 給 排 孔 が  
形 成 さ れ た 口 金 が 固 定 さ れ た ア セ ン ブ リ を 提 供 す る ア セ ン ブ リ 提 供 工 程 と 、
　 前 記 ア セ ン ブ リ の 前 記 ラ イ ナ の 外 面 に 繊 維 を 複 数 回 巻 回 す る こ と で 複 数 の 繊 維 層 か ら な  
る 補 強 層 を 形 成 す る 補 強 層 形 成 工 程 と 、
　 を 有 す る 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 補 強 層 形 成 工 程 で は 、 前 記 繊 維 の 巻 き 始 め で あ る 始 端 を 、 前 記 口 金 に 重 ね て 配 置 す  
る 、 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 口 金 は 、 前 記 ラ イ ナ に 重 な る フ ラ ン ジ 部 と 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 か ら 前 記 ラ イ ナ の 軸 方  
向 外 側 に 突 出 す る 筒 部 と を 有 し 、
　 前 記 補 強 層 形 成 工 程 で は 、 前 記 繊 維 の 前 記 始 端 を 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 重 ね て 配 置 す る 、  
高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 補 強 層 形 成 工 程 は 、
　 前 記 繊 維 を 前 記 筒 部 に 巻 き 付 け る 工 程 と 、
　 前 記 繊 維 の う ち 前 記 筒 部 に 巻 き 付 け ら れ た 第 １ 部 分 か ら 前 記 フ ラ ン ジ 部 の 表 面 を 横 切 る  
第 ２ 部 分 の 上 に 、 前 記 繊 維 の 他 の 部 分 で あ る 第 ３ 部 分 を 重 ね る こ と で 、 前 記 繊 維 の 第 ２ 部  
分 を 前 記 口 金 に 対 し て 固 定 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 部 分 と 前 記 第 ２ 部 分 と の 間 の 位 置 で 前 記 繊 維 を 切 断 し て 、 前 記 第 １ 部 分 を 前 記  
口 金 か ら 取 り 外 す 工 程 と 、 を 有 す る 、 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 補 強 層 形 成 工 程 は 、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 の 上 に 、 前 記 繊 維 を リ ン グ 状 に 配 置 す る 工 程 と 、
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　 リ ン グ 状 に 配 置 さ れ た 前 記 繊 維 の 重 な る 部 分 同 士 を 接 着 す る 工 程 と 、 を 有 す る 高 圧 タ ン  
ク の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ラ イ ナ の 外 面 を 覆 う 補 強 層 を 備 え た 高 圧 タ ン ク 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 圧 タ ン ク は 、 気 体 や 液 体 等 の 流 体 を 収 容 す る 容 器 と し て 広 汎 に 用 い ら れ て い る 。 例 え  
ば 、 燃 料 電 池 車 両 に は 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム に 供 給 す る た め の 水 素 ガ ス を 収 容 す る も の と し  
て 搭 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 高 圧 タ ン ク と し て 、 流 体 を 中 空 内 部 に 収 容 す る 樹 脂 製 の ラ イ ナ と 、 該 ラ イ ナ を  
補 強 す る べ く そ の 外 面 を 覆 う 繊 維 強 化 樹 脂 か ら な る 補 強 層 と を 備 え る も の が 知 ら れ て い る  
（ 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。 補 強 層 は 、 一 般 的 に 、 フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ン デ ィ ン グ  
と 呼 ば れ る 製 法 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ン デ ィ ン グ で は 、 樹 脂 を 含 浸 し た  
強 化 繊 維 （ Ｆ Ｒ Ｐ ） を ラ イ ナ の 外 壁 に 複 数 回 巻 回 し た 後 、 加 熱 に よ っ て 樹 脂 を 硬 化 さ せ る  
。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ２ ４ ９ １ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 技 術 で は 、 フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ン デ ィ ン グ に お い て 、 ラ イ ナ に 対 し て 繊 維 を 巻 き 始 め  
る 際 の 繊 維 端 （ 始 端 ） に よ っ て ラ イ ナ と の 間 に 段 差 が 生 じ る 。 当 該 段 差 の 上 に 重 な る 繊 維  
（ 補 強 層 の 最 内 層 の 繊 維 ） に は 、 段 差 に 起 因 す る せ ん 断 力 が 作 用 し 、 最 内 層 の 繊 維 に ク ラ  
ッ ク が 発 生 す る 。 高 圧 タ ン ク の 内 圧 に よ っ て 、 繊 維 の ク ラ ッ ク に 樹 脂 製 の ラ イ ナ が 押 し 込  
ま れ る と 、 押 し 込 ま れ た 箇 所 で ラ イ ナ が 破 損 す る 。 こ の た め 高 圧 タ ン ク の 耐 久 性 が 低 下 す  
る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 に 鑑 み 本 発 明 は 、 繊 維 の ク ラ ッ ク に 起 因 す る ラ イ ナ の 破 損 を 防 止 す る こ と で 長 寿 命  
化 を 図 る こ と が で き る 高 圧 タ ン ク 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 樹 脂 製 の ラ イ ナ と 、 前 記 ラ イ ナ の 外 面 に 繊 維 が 複 数 回 巻 回 さ れ  
る こ と で 形 成 さ れ た 複 数 の 繊 維 層 か ら な る 補 強 層 と 、 前 記 ラ イ ナ の 軸 方 向 の 端 部 に 固 定 さ  
れ 、 前 記 ラ イ ナ に 対 し て 流 体 を 給 排 す る た め の 給 排 孔 が 形 成 さ れ た 口 金 と 、 を 備 え る 高 圧  
タ ン ク で あ っ て 、 前 記 繊 維 の 巻 き 始 め で あ る 始 端 は 、 前 記 口 金 に 重 ね て 配 置 さ れ て い る 、  
高 圧 タ ン ク で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 樹 脂 製 の ラ イ ナ の 軸 方 向 の 端 部 に 、 前 記 ラ イ ナ に 対 し て 流 体 を  
給 排 す る た め の 給 排 孔 が 形 成 さ れ た 口 金 が 固 定 さ れ た ア セ ン ブ リ を 提 供 す る ア セ ン ブ リ 提  
供 工 程 と 、 前 記 ア セ ン ブ リ の 前 記 ラ イ ナ の 外 面 に 繊 維 を 複 数 回 巻 回 す る こ と で 複 数 の 繊 維  
層 か ら な る 補 強 層 を 形 成 す る 補 強 層 形 成 工 程 と 、 を 有 す る 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 に お い て  
、 前 記 補 強 層 形 成 工 程 で は 、 前 記 繊 維 の 巻 き 始 め で あ る 始 端 を 、 前 記 口 金 に 重 ね て 配 置 す  
る 、 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 補 強 層 を 構 成 す る 繊 維 の 巻 き 始 め で あ る 始 端 が 口 金 に 重 ね て 配 置 さ れ  
て い る た め 、 始 端 に よ る 段 差 で 補 強 層 の 最 内 層 に ク ラ ッ ク （ 破 損 ） が 発 生 し た 場 合 で も ラ  
イ ナ が 破 損 す る こ と が な い 。 従 っ て 、 繊 維 の ク ラ ッ ク に 起 因 す る ラ イ ナ の 破 損 を 防 止 す る  
こ と で 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 高 圧 タ ン ク の 軸 方 向 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 高 圧 タ ン ク の ラ イ ナ 及 び 補 強 層 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ヘ リ カ ル 巻 き を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 繊 維 の 始 端 （ 巻 き 始 め の 端 部 ） の 位 置 を 説 明 す る 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ Ａ は 、 口 金 に 繊 維 を 固 定 す る 方 法 の 一 態 様 を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 ６ Ｂ は 、  
口 金 に 繊 維 を 固 定 す る 方 法 の 他 の 態 様 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 高 圧 タ ン ク の 第 １ 変 形 例 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 高 圧 タ ン ク の 第 ２ 変 形 例 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す 本 実 施 形 態 に 係 る 高 圧 タ ン ク １ ０ は 、 例 え ば 、 燃 料 電 池 車 両 に 搭 載 さ れ る 燃  
料 タ ン ク （ 水 素 タ ン ク ） で あ る 。 高 圧 タ ン ク １ ０ が 燃 料 電 池 車 両 に 搭 載 さ れ る 場 合 、 高 圧  
タ ン ク １ ０ に は 水 素 ガ ス が 高 圧 で 充 填 さ れ る 。 水 素 ガ ス は 、 燃 料 電 池 車 両 に 搭 載 さ れ た 燃  
料 電 池 （ あ る い は 燃 料 電 池 ス タ ッ ク ） の ア ノ ー ド に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 高 圧 タ ン ク １ ０ は 、 燃 料 電 池 車 両 以 外 に 適 用 さ れ る タ ン ク で あ っ て も よ い 。 高 圧 タ ン ク  
１ ０ は 、 水 素 ガ ス 以 外 の 燃 料 ガ ス を 貯 留 す る た め の 燃 料 ガ ス タ ン ク 、 あ る い は そ の ガ ス を  
燃 料 ガ ス タ ン ク に 充 填 す る 設 備 に 使 用 す る ガ ス タ ン ク 、 あ る い は そ の ガ ス を 輸 送 す る た め  
に 使 用 す る ガ ス タ ン ク で あ っ て も よ い 。 高 圧 タ ン ク １ ０ は 、 圧 縮 天 然 ガ ス 、 液 化 石 油 ガ ス  
を 貯 留 す る た め の タ ン ク で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 高 圧 タ ン ク １ ０ は 、 内 部 に 流 体 の 貯 留 室 １ ３ （ 充 填 室 ） が 形 成 さ れ た ラ イ ナ １ ２ と 、 該  
ラ イ ナ １ ２ を 覆 う 補 強 層 １ ４ と 、 ラ イ ナ １ ２ の 両 端 部 に 固 定 さ れ た 口 金 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ と  
を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ラ イ ナ １ ２ は 、 例 え ば 、 水 素 バ リ ア 性 を 示 す 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ ） 樹 脂 か ら  
な る 。 こ の 場 合 、 Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ 樹 脂 が 安 価 で 且 つ 加 工 が 容 易 で あ る の で 、 ラ イ ナ １ ２ を 低 コ ス  
ト で 且 つ 容 易 に 作 製 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ 樹 脂 が 強 度 及 び  
剛 性 に 優 れ る た め 、 高 圧 タ ン ク １ ０ の ラ イ ナ １ ２ に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ラ イ ナ １ ２ は 、 略 円 筒 形 状 を な す 中 空 の 胴 部 １ ８ と 、 該 胴 部 １ ８ の 両 端 に 設 け ら れ て 徐  
々 に 収 斂 す る 収 斂 部 と し て の 第 １ ド ー ム 部 ２ ０ ａ 及 び 第 ２ ド ー ム 部 ２ ０ ｂ と を 有 す る 。 本  
実 施 形 態 で は 、 胴 部 １ ８ の 内 径 及 び 外 径 は 略 一 定 で あ る 。 な お 、 胴 部 １ ８ の 内 径 及 び 外 径  
は 、 第 １ ド ー ム 部 ２ ０ ａ 、 第 ２ ド ー ム 部 ２ ０ ｂ に 向 か う に 従 っ て テ ー パ 状 に 縮 径 又 は 拡 径  
さ せ る よ う に し て も よ い 。 第 １ ド ー ム 部 ２ ０ ａ 及 び 第 ２ ド ー ム 部 ２ ０ ｂ は 、 ラ イ ナ １ ２ の  
軸 方 向 の 両 端 部 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ ド ー ム 部 ２ ０ ａ 、 第 ２ ド ー ム 部 ２ ０ ｂ の そ れ ぞ れ の 内 周 部 に は ラ イ ナ １ ２ の 軸 方 向  
内 側 に 向 か っ て 凹 む 環 状 凹 部 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 環 状 凹 部 ２ ２ の 中 央 部 に 、 ラ イ ナ １  
２ の 軸 方 向 外 側 に 突 出 し た 筒 状 凸 部 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 筒 状 凸 部 ２ ４ の 外 周 部 に は 、  
雄 ね じ ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 筒 状 凸 部 ２ ４ の 雄 ね じ ２ ６ に 、 口 金 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ の 内 周  
部 に 設 け ら れ た 雌 ね じ ２ ８ が 螺 合 す る こ と に よ り 、 口 金 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ が ラ イ ナ １ ２ に 固  
定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 口 金 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ は 、 ラ イ ナ １ ２ に 対 し て 流 体 を 給 排 す る た め の 給 排 孔 １ ７ が 形 成 さ  
れ た 筒 状 部 材 で あ り 、 例 え ば 、 金 属 か ら な る 。 一 方 の 口 金 １ ６ ａ と 他 方 の 口 金 １ ６ ｂ と は  
、 互 い に 同 様 に 構 成 さ れ て い る た め 、 以 下 で は 代 表 的 に 一 方 の 口 金 １ ６ ａ の 構 成 に つ い て  
説 明 す る 。 な お 、 他 方 の 口 金 １ ６ ｂ は 設 け ら れ な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 口 金 １ ６ ａ の 内 周 部 に は 雌 ね じ ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 筒 状 凸 部 ２ ４ の 雄 ね じ ２ ６ に 、  
口 金 １ ６ ａ の 雌 ね じ ２ ８ が 螺 合 す る こ と に よ り 、 口 金 １ ６ ａ が ラ イ ナ １ ２ に 固 定 さ れ て い  
る 。 口 金 １ ６ ａ は 、 ラ イ ナ １ ２ と 補 強 層 １ ４ と の 間 に 介 在 す る 円 環 状 の フ ラ ン ジ 部 ３ ０ と  
、 該 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 一 体 的 に 連 な り 且 つ 該 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 比 し て 小 径 な 円 筒 状 の 筒 部  
３ ２ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ は 、 ラ イ ナ １ ２ の 環 状 凹 部 ２ ２ に 配 置 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ の 裏  
面 ３ ０ ｂ （ 貯 留 室 １ ３ 側 の 面 ） は 、 ラ イ ナ １ ２ （ 詳 細 に は 、 環 状 凹 部 ２ ２ ） に 当 接 す る 。  
フ ラ ン ジ 部 ３ ０ の 表 面 ３ ０ ａ （ 貯 留 室 １ ３ と 反 対 側 の 面 ） は 、 補 強 層 １ ４ に 当 接 す る 。 筒  
部 ３ ２ は 、 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ か ら ラ イ ナ １ ２ の 軸 方 向 外 側 に 突 出 す る 。 筒 部 ３ ２ の 先 端 は 、  
補 強 層 １ ４ か ら 露 呈 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 口 金 １ ６ ａ に は 、 ア ノ ー ド に 水 素 ガ ス を 供 給 す る た め の 、 又 は 、 水 素 補 給 源 か ら 水 素 ガ  
ス を 補 給 す る た め の 配 管 （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 補 強 層 １ ４ は 、 強 化 繊 維 に 樹 脂 基 材 が 含 浸 さ れ た 繊 維 強 化 樹 脂 （ Ｆ Ｒ Ｐ ） か ら 形 成 さ れ  
る 。 す な わ ち 、 補 強 層 １ ４ は 、 樹 脂 を 含 浸 し た 含 浸 繊 維 ３ ６ （ フ ィ ラ メ ン ト 。 以 下 、 単 に  
「 繊 維 ３ ６ 」 と い う ） が フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ン デ ィ ン グ に よ っ て 複 数 回 巻 回 さ れ た 後 、 例 え  
ば 、 加 熱 に よ っ て 樹 脂 が 硬 化 す る こ と で 形 成 さ れ た 積 層 体 で あ る 。 Ｆ Ｒ Ｐ の 例 と し て は 、  
Ｃ Ｆ Ｒ Ｐ 、 Ｇ Ｆ Ｒ Ｐ 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 補 強 層 １ ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 繊 維 ３ ６ の 巻 き 始 め を 含 む 内 周 側 の 内 側 積 層 部 ４ ０  
と 、 繊 維 ３ ６ の 巻 き 終 わ り を 含 む 外 周 側 の 外 側 積 層 部 ４ ４ と 、 内 側 積 層 部 ４ ０ と 外 側 積 層  
部 ４ ４ の 間 に 介 在 す る 中 間 積 層 部 ４ ２ と を 有 す る 。 な お 、 図 ２ 中 の 一 点 鎖 線 は 、 第 １ ド ー  
ム 部 ２ ０ ａ と 胴 部 １ ８ と の 境 界 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 内 側 積 層 部 ４ ０ は 、 繊 維 ３ ６ が 低 ヘ リ カ ル 巻 き さ れ る こ と で 形 成 さ れ た 低 ヘ リ カ ル 層 ４  
６ が 複 数 積 層 さ れ て な る 積 層 体 で あ る 。 従 っ て 、 高 圧 タ ン ク １ ０ に お い て 、 複 数 の 繊 維 層  
か ら な る 補 強 層 １ ４ の 最 内 層 は 、 低 ヘ リ カ ル 層 ４ ６ で あ る 。 同 様 に 、 外 側 積 層 部 ４ ４ は 、  
繊 維 ３ ６ が 低 ヘ リ カ ル 巻 き さ れ る こ と で 形 成 さ れ た 低 ヘ リ カ ル 層 ４ ６ が 複 数 積 層 さ れ て な  
る 積 層 体 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ヘ リ カ ル 巻 き と は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 繊 維 ３ ６ を 、 そ の 延 在 方 向 が ラ イ ナ １ ２ の 胴 部  
１ ８ の 長 手 方 向 （ 軸 線 ａ ） に 対 し て 所 定 の 傾 斜 角 度 θ で 傾 斜 す る よ う に 巻 回 す る 巻 き 方 で  
あ る 。 本 明 細 書 に お い て 、 「 低 ヘ リ カ ル 巻 き 」 は 、 傾 斜 角 度 θ が 約 ４ ０ ° 以 下 の 場 合 を 指  
す 。 図 ３ で は 、 傾 斜 角 度 θ が 約 １ ０ ° の 場 合 を 例 示 し て い る 。 ま た 、 本 明 細 書 に お け る 「  
高 ヘ リ カ ル 巻 き 」 は 、 傾 斜 角 度 が 約 ４ ０ ° を 超 え る 場 合 を い う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ に お い て 、 内 側 積 層 部 ４ ０ と 外 側 積 層 部 ４ ４ の 間 に 介 在 す る 中 間 積 層 部 ４ ２ は 、 含  
浸 繊 維 ３ ６ が フ ー プ 巻 き さ れ る こ と で 形 成 さ れ た フ ー プ 層 ５ ０ と 、 高 ヘ リ カ ル 巻 き さ れ る  
こ と で 形 成 さ れ た 高 ヘ リ カ ル 層 ４ ８ と の 混 合 積 層 体 で あ る 。 フ ー プ 層 ５ ０ と 高 ヘ リ カ ル 層  
４ ８ は 、 交 互 に 積 層 さ れ る 。 フ ー プ 巻 き と は 、 繊 維 ３ ６ を 、 そ の 延 在 方 向 が ラ イ ナ １ ２ の  
胴 部 １ ８ の 長 手 方 向 に 対 し て 略 直 交 す る よ う に 巻 回 す る 巻 き 方 で あ る 。 こ の 中 間 積 層 部 ４  
２ 、 特 に フ ー プ 層 ５ ０ に よ り 、 胴 部 １ ８ の 耐 圧 強 度 が 確 保 さ れ る 。 な お 、 中 間 積 層 部 ４ ２  
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は 、 複 数 の フ ー プ 層 ５ ０ の み か ら 形 成 さ れ て も よ い （ 高 ヘ リ カ ル 層 ４ ８ が 設 け ら れ な く て  
も よ い ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ン デ ィ ン グ の 際 の ラ イ ナ １ ２ に 対 す る 繊 維 ３ ６ の  
巻 き 始 め で 部 分 で あ る 始 端 ３ ６ ｓ は 、 口 金 １ ６ ａ に 重 ね て 配 置 さ れ て い る 。 具 体 的 に 、 繊  
維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ は 、 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 重 ね て 配 置 さ れ て い る 。 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ  
は 、 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ の 表 面 ３ ０ ａ に 当 接 し て い る 。 な お 、 図 ４ で は 理 解 の 容 易 の た め 、 補  
強 層 １ ４ が 仮 想 線 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 に 、 高 圧 タ ン ク １ ０ の 製 造 方 法 を 例 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 高 圧 タ ン ク １ ０ の 製 造 方 法 は 、 ア セ ン ブ リ 提 供 工 程 Ｓ １ と 、 補 強 層  
形 成 工 程 Ｓ ２ と を 有 す る 。 ア セ ン ブ リ 提 供 工 程 Ｓ １ で は 、 樹 脂 製 の ラ イ ナ １ ２ の 軸 方 向 の  
端 部 に 、 ラ イ ナ １ ２ に 対 し て 流 体 を 給 排 す る た め の 給 排 孔 １ ７ が 形 成 さ れ た 口 金 １ ６ ａ が  
固 定 さ れ た ア セ ン ブ リ ５ ８ （ 図 ６ Ａ 参 照 ） を 提 供 す る 。 補 強 層 形 成 工 程 Ｓ ２ で は 、 ア セ ン  
ブ リ ５ ８ の ラ イ ナ １ ２ の 外 面 に 繊 維 ３ ６ を 複 数 回 巻 回 す る （ フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ン デ ィ ン グ  
を 実 施 す る ） こ と で 複 数 の 繊 維 層 か ら な る 補 強 層 １ ４ を 形 成 す る 。 補 強 層 形 成 工 程 Ｓ ２ で  
は 、 繊 維 ３ ６ の 巻 き 始 め で あ る 始 端 ３ ６ ｓ を 、 口 金 １ ６ ａ （ フ ラ ン ジ 部 ３ ０ ） に 重 ね て 配  
置 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 補 強 層 形 成 工 程 Ｓ ２ で は 、 例 え ば 以 下 の よ う な 手 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ Ａ に 示 す 態 様 で は 、 繊 維 ３ ６ を 口 金 １ ６ ａ （ 筒 部 ３ ２ ） に 巻 き 付 け る 。 次 に 、 繊 維  
層 の 形 成 （ 低 ヘ リ カ ル 巻 き ） を 開 始 す る 。 そ の 際 、 繊 維 ３ ６ の う ち 筒 部 ３ ２ に 巻 き 付 け ら  
れ た 第 １ 部 分 ３ ６ ａ か ら 口 金 １ ６ ａ の フ ラ ン ジ 部 ３ ０ の 表 面 ３ ０ ａ を 横 切 る 第 ２ 部 分 ３ ６  
ｂ の 上 に 、 繊 維 ３ ６ の 他 の 部 分 で あ る 第 ３ 部 分 ３ ６ ｃ を 重 ね る こ と で 、 繊 維 ３ ６ の 第 ２ 部  
分 ３ ６ ｂ を 口 金 １ ６ ａ に 対 し て 固 定 す る 。 次 に 、 繊 維 ３ ６ の 第 １ 部 分 ３ ６ ａ （ 巻 き 付 け ら  
れ た 部 分 ） と 第 ２ 部 分 ３ ６ ｂ （ 重 な り 部 分 ） と の 間 の 位 置 Ｐ で 繊 維 ３ ６ を 切 断 し て 、 第 １  
部 分 ３ ６ ａ を 口 金 １ ６ ａ （ 筒 部 ３ ２ ） か ら 取 り 外 す 。 そ の 後 、 繊 維 ３ ６ を ラ イ ナ １ ２ （ 及  
び 口 金 １ ６ ａ ） に 巻 き 付 け て 複 数 の 繊 維 層 （ 補 強 層 １ ４ ） を 形 成 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ Ｂ に 示 す 態 様 で は 、 口 金 １ ６ ａ の フ ラ ン ジ 部 ３ ０ の 表 面 ３ ０ ａ 上 に 、 繊 維 ３ ６ を リ  
ン グ 状 に 配 置 す る 。 次 に 、 リ ン グ 状 に 配 置 さ れ た 繊 維 ３ ６ の 重 な る 部 分 同 士 を 接 着 す る 。  
こ れ に よ り 、 口 金 １ ６ ａ に 対 し 繊 維 ３ ６ を 固 定 す る 。 そ の 後 、 繊 維 ３ ６ を ラ イ ナ １ ２ （ 及  
び 口 金 １ ６ ａ ） に 巻 き 付 け て 複 数 の 繊 維 層 （ 補 強 層 １ ４ ） を 形 成 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る 高 圧 タ ン ク １ ０ は 、 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 高 圧 タ ン ク １ ０ で は 、 補 強 層 １ ４ を 構 成 す る 繊 維 ３ ６ の 巻 き 始 め で  
あ る 始 端 ３ ６ ｓ が 口 金 １ ６ ａ に 重 ね て 配 置 さ れ て い る た め 、 始 端 ３ ６ ｓ に よ る 段 差 で 補 強  
層 １ ４ の 最 内 層 の 繊 維 ３ ６ に ク ラ ッ ク （ 破 損 ） が 発 生 し た 場 合 で も ラ イ ナ １ ２ が 破 損 す る  
こ と が な い 。 す な わ ち 、 始 端 ３ ６ ｓ に よ る 段 差 で 補 強 層 １ ４ の 最 内 層 の 繊 維 ３ ６ に ク ラ ッ  
ク が 発 生 し た 場 合 で も 、 当 該 ク ラ ッ ク は 、 口 金 １ ６ ａ に 重 な る 位 置 に 存 在 す る た め 、 ラ イ  
ナ １ ２ が 内 圧 に よ っ て 押 し 出 さ れ て ク ラ ッ ク に 入 り 込 む こ と が な い 。 こ の た め 、 ク ラ ッ ク  
に 起 因 す る ラ イ ナ １ ２ の 破 損 を 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 高 圧 タ ン ク １ ０ の 長 寿 命  
化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 高 圧 タ ン ク １ ０ に お い て 、 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ は 、 口 金 １ ６ ａ の フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 重  
ね て 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う に 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ が フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 重 ね て 配 置 さ  
れ る た め 、 フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ン デ ィ ン グ 時 に 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ を 口 金 １ ６ ａ に 対 し て  
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容 易 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 高 圧 タ ン ク １ ０ に お い て 、 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ は 、 ラ イ ナ １ ２ と 補 強 層 １ ４ と の 間 に 配 置 さ  
れ て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ に よ る 段 差 で 補 強 層 １ ４ の 最 内 層 の 繊  
維 ３ ６ に ク ラ ッ ク が 発 生 し た 場 合 で も 、 ク ラ ッ ク と ラ イ ナ １ ２ と の 間 に 口 金 １ ６ ａ の フ ラ  
ン ジ 部 ３ ０ が 介 在 し て お り 、 ラ イ ナ １ ２ が ク ラ ッ ク に 接 触 す る こ と が な い 。 こ の た め 、 ク  
ラ ッ ク に 起 因 す る ラ イ ナ １ ２ の 破 損 を 一 層 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 般 的 に 、 補 強 層 の 最 内 層 が 低 ヘ リ カ ル 層 で あ る 場 合 、 フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ン デ ィ ン グ 時  
に 、 繊 維 の 巻 き 始 め で あ る 始 端 を 固 定 す る た め に 少 な く と も １ 周 分 、 フ ー プ 巻 き を 行 い 、  
低 ヘ リ カ ル 層 ま で 角 度 を 変 化 さ せ る 。 こ の 場 合 、 巻 き 始 め の フ ー プ 巻 き と 低 ヘ リ カ ル 層 と  
の 間 に は 、 遷 移 層 （ 巻 き 始 め の フ ー プ 巻 き 部 分 と 低 ヘ リ カ ル 層 と の 間 を つ な ぐ た め に 繊 維  
の 角 度 が 徐 々 に 変 化 し て い く 層 ） を 設 け る 必 要 が あ る 。 し か し 遷 移 層 は 、 耐 圧 強 度 に 寄 与  
し な い た め 、 Ｆ Ｒ Ｐ の 無 駄 が 生 じ る 。 こ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 に 係 る 高 圧 タ ン ク １ ０ で は  
、 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ が 口 金 １ ６ ａ に 重 ね て 配 置 さ れ て い る た め 、 フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ン  
デ ィ ン グ 時 に 、 繊 維 ３ ６ の 巻 き 始 め か ら 、 遷 移 層 を 介 在 さ せ る こ と な く 低 ヘ リ カ ル 層 ４ ６  
を 形 成 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 遷 移 層 を 排 除 す る こ と が で き る た め 、 高 圧 タ ン ク １  
０ の 軽 量 化 及 び 低 コ ス ト 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ に 示 す 態 様 （ 第 １ 変 形 例 ） で は 、 口 金 １ ６ ａ （ フ ラ ン ジ 部 ３ ０ ） と ラ イ ナ １ ２ と に  
跨 る 保 護 部 材 ６ ０ が 設 け ら れ て い る 。 保 護 部 材 ６ ０ は 、 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 沿 っ て 円 環 状 に  
形 成 さ れ る 、 例 え ば 樹 脂 製 の シ ー ト 状 部 材 で あ る 。 保 護 部 材 ６ ０ は 、 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ と 補  
強 層 １ ４ と の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 場 合 、 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ は 、 ラ イ ナ １ ２ の 軸 方 向 か ら 見 て フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 重  
な る 位 置 で 、 保 護 部 材 ６ ０ 上 に 配 置 さ れ る 。 す な わ ち 、 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ は 、 保 護 部  
材 ６ ０ を 介 し て フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 重 な っ て い る 。 こ の よ う に 、 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ が 口  
金 １ ６ ａ に 直 接 当 接 し て い な い が 、 ラ イ ナ １ ２ の 軸 方 向 か ら 見 て フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 重 な る  
位 置 に 始 端 ３ ６ ｓ が 配 置 さ れ て い る 場 合 も 、 「 繊 維 ３ ６ の 巻 き 始 め で あ る 始 端 ３ ６ ｓ は 、  
口 金 １ ６ ａ に 重 ね て 配 置 さ れ て い る 」 構 成 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 保 護 部 材 ６ ０ に 代 え て 、 あ る い は 保 護 部 材 ６ ０ に 加 え て 、 フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 重 ね  
て 液 体 ガ ス ケ ッ ト が 配 置 さ れ て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 も 、 「 繊 維 ３ ６ の 巻 き 始 め で あ る  
始 端 ３ ６ ｓ は 、 口 金 １ ６ ａ に 重 ね て 配 置 さ れ て い る 」 構 成 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ８ に 示 す 態 様 （ 第 ２ 変 形 例 ） で は 、 口 金 ６ ２ の フ ラ ン ジ 部 ６ ４ は 、 ラ イ ナ １ ２ の 内 側  
に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 構 成 の 場 合 、 ラ イ ナ １ ２ が フ ラ ン ジ 部 ６ ４ の 表 面 ６ ４ ａ 側 に 配 置  
さ れ て い る 。 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ は 、 ラ イ ナ １ ２ の 軸 方 向 か ら 見 て フ ラ ン ジ 部 ３ ０ に 重  
な る 位 置 で 、 ラ イ ナ １ ２ 上 に 配 置 さ れ る 。 す な わ ち 、 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ は 、 ラ イ ナ １  
２ を 介 し て フ ラ ン ジ 部 ６ ４ に 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う な 場 合 で も 、 貯 留 室 １ ３ の 内 圧 に よ っ て ラ イ ナ １ ２ が ク ラ ッ ク に 押 し 出 さ れ て  
ク ラ ッ ク に 入 り 込 む こ と が な い た め 、 ク ラ ッ ク に 起 因 す る ラ イ ナ １ ２ の 破 損 を 防 止 す る こ  
と が で き る 。 こ の よ う に 、 繊 維 ３ ６ の 始 端 ３ ６ ｓ が 口 金 ６ ２ に 直 接 当 接 し て い な い が 、 ラ  
イ ナ １ ２ の 軸 方 向 か ら 見 て フ ラ ン ジ 部 ６ ４ に 重 な る 位 置 に 始 端 ３ ６ ｓ が 配 置 さ れ て い る 場  
合 も 、 「 繊 維 ３ ６ の 巻 き 始 め で あ る 始 端 ３ ６ ｓ は 、 口 金 ６ ２ に 重 ね て 配 置 さ れ て い る 」 構  
成 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 を ま と め る と 、 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】



10

20

30

40

50

JP 2022-144646 A 2022.10.3(8)

　 上 記 の 実 施 形 態 は 、 樹 脂 製 の ラ イ ナ （ １ ２ ） と 、 前 記 ラ イ ナ の 外 面 に 繊 維 （ ３ ６ ） が 複  
数 回 巻 回 さ れ る こ と で 形 成 さ れ た 複 数 の 繊 維 層 か ら な る 補 強 層 （ １ ４ ） と 、 前 記 ラ イ ナ の  
軸 方 向 の 端 部 に 固 定 さ れ 、 前 記 ラ イ ナ に 対 し て 流 体 を 給 排 す る た め の 給 排 孔 （ １ ７ ） が 形  
成 さ れ た 口 金 （ １ ６ ａ ） と 、 を 備 え る 高 圧 タ ン ク （ １ ０ ） で あ っ て 、 前 記 繊 維 の 巻 き 始 め  
で あ る 始 端 （ ３ ６ ｓ ） は 、 前 記 口 金 に 重 ね て 配 置 さ れ て い る 高 圧 タ ン ク （ １ ０ ） を 開 示 し  
て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 の 高 圧 タ ン ク に お い て 、 前 記 口 金 は 、 前 記 ラ イ ナ に 重 な る フ ラ ン ジ 部 （ ３ ０ ） と 、  
前 記 フ ラ ン ジ 部 か ら 前 記 ラ イ ナ の 軸 方 向 外 側 に 突 出 す る 筒 部 （ ３ ２ ） と を 有 し 、 前 記 繊 維  
の 前 記 始 端 は 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 重 ね て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 の 高 圧 タ ン ク に お い て 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 は 、 前 記 ラ イ ナ と 前 記 補 強 層 と の 間 に 配 置  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の 高 圧 タ ン ク に お い て 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 は 、 前 記 ラ イ ナ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 の 高 圧 タ ン ク に お い て 、 前 記 複 数 の 繊 維 層 の 最 内 層 は 、 低 ヘ リ カ ル 層 （ ４ ６ ） で あ  
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 は 、 樹 脂 製 の ラ イ ナ （ １ ２ ） の 軸 方 向 の 端 部 に 、 前 記 ラ イ ナ に 対  
し て 流 体 を 給 排 す る た め の 給 排 孔 （ １ ７ ） が 形 成 さ れ た 口 金 （ １ ６ ａ ） が 固 定 さ れ た ア セ  
ン ブ リ （ ５ ８ ） を 提 供 す る ア セ ン ブ リ 提 供 工 程 （ Ｓ １ ） と 、 前 記 ア セ ン ブ リ の 前 記 ラ イ ナ  
の 外 面 に 繊 維 （ ３ ６ ） を 複 数 回 巻 回 す る こ と で 複 数 の 繊 維 層 か ら な る 補 強 層 （ １ ４ ） を 形  
成 す る 補 強 層 形 成 工 程 （ Ｓ ２ ） と 、 を 有 す る 高 圧 タ ン ク （ １ ０ ） の 製 造 方 法 に お い て 、 前  
記 補 強 層 形 成 工 程 で は 、 前 記 繊 維 の 巻 き 始 め で あ る 始 端 （ ３ ６ ｓ ） を 、 前 記 口 金 に 重 ね て  
配 置 す る 、 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 の 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 口 金 は 、 前 記 ラ イ ナ に 重 な る フ ラ ン ジ 部 （  
３ ０ ） と 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 か ら 前 記 ラ イ ナ の 軸 方 向 外 側 に 突 出 す る 筒 部 （ ３ ２ ） と を 有 し  
、 前 記 補 強 層 形 成 工 程 で は 、 前 記 繊 維 の 前 記 始 端 を 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 重 ね て 配 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 の 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 補 強 層 形 成 工 程 は 、 前 記 繊 維 を 前 記 筒 部 に  
巻 き 付 け る 工 程 と 、 前 記 繊 維 の う ち 前 記 筒 部 に 巻 き 付 け ら れ た 第 １ 部 分 （ ３ ６ ａ ） か ら 前  
記 フ ラ ン ジ 部 の 表 面 （ ３ ０ ａ ） を 横 切 る 第 ２ 部 分 （ ３ ６ ｂ ） の 上 に 、 前 記 繊 維 の 他 の 部 分  
で あ る 第 ３ 部 分 （ ３ ６ ｃ ） を 重 ね る こ と で 、 前 記 繊 維 の 第 ２ 部 分 を 前 記 口 金 に 対 し て 固 定  
す る 工 程 と 、 前 記 第 １ 部 分 と 前 記 第 ２ 部 分 と の 間 の 位 置 で 前 記 繊 維 を 切 断 し て 、 前 記 第 ２  
部 分 を 前 記 口 金 か ら 取 り 外 す 工 程 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 の 高 圧 タ ン ク の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 補 強 層 形 成 工 程 は 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 の 上 に  
、 前 記 繊 維 を リ ン グ 状 に 配 置 す る 工 程 と 、 リ ン グ 状 に 配 置 さ れ た 前 記 繊 維 の 重 な る 部 分 同  
士 を 接 着 す る 工 程 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲  
に お い て 、 種 々 の 改 変 が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
１ ０ … 高 圧 タ ン ク                     １ ２ … ラ イ ナ
１ ４ … 補 強 層                         １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ … 口 金
３ ０ … フ ラ ン ジ 部                     ３ ２ … 筒 部
３ ６ … 繊 維                           ３ ６ ｓ … 始 端
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

JP 2022-144646 A 2022.10.3(11)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ｂ２９Ｋ 105/08 (2006.01)
　   Ｂ２９Ｌ 22/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ２９Ｋ 105:08 　　　　 　　　
　Ｂ２９Ｌ 22:00 　　　　 　　　

テーマコード（参考）

(72)発明者　 辰島  宏亮
埼玉県和光市中央１丁目４番１号  株式会社本田技術研究所内

(72)発明者　 西埀水  裕基
埼玉県和光市中央１丁目４番１号  株式会社本田技術研究所内

Ｆターム（参考）　 3E172 AA02 AA05 AB01 AB04 AB05 BA01 BB03 BB12 BB13 BB17
BC04 BD03 CA12 DA38

3J046 AA01 BA03 CA01 CA04 EA02
4F205 AD05 AD12 AD16 AG07 AH55 AR07 HA02 HA23 HA37 HB01

HB12 HC02 HL02 HT22
5H127 AB04 BA02 BA22 EE13


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

